
　

県
の
「
山
の
み

　

ち
地
域
づ
く
り

交
付
金
事
業
」
で
、
林
道

「
田
島
・
舘
岩
Ⅰ
線
」
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

計
画
変
更
に
よ
り
、
町

道
多
々
石
線
ま
で
の
接
続

に
な
り
ま
し
た
が
、
舘
岩

ま
で
の
区
間
は
わ
ず
か
で

あ
り
、
こ
の
路
線
が
完
成

す
れ
ば
舘
岩
地
域
か
ら
田

島
地
域
中
心
部
ま
で
30
分

程
度
で
走
行
で
き
ま
す
。

　

こ
の
路
線
の
整
備
に
対

す
る
町
の
考
え
は
。

問

町
長

湯
田　
　

哲　

 

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

新
型
特
急
「
リ

　

バ
テ
ィ
会
津
」

の
乗
り
入
れ
に
合
わ
せ

て
、「
駒
止
プ
レ
ミ
ア
ム

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
が
運
行

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
駒
止
湿
原
へ

の
道
路
は
、
関
東
・
東
北

豪
雨
災
害
で
通
行
不
能
と

な
り
、
現
在
も
復
旧
工
事

中
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
利
用
者

数
の
見
込
み
と
、
運
行
に

対
す
る
町
の
考
え
は
。

　

豪
雨
災
害
以

　

降
、
湿
原
入

山
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ

が
多
く
あ
り
、
関
係
機
関

と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
で
入
山
を
可
能
と

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
バ
ス
の
運
行

開
始
ま
で
に
詳
細
な
検
討

問

町
長

22

町長＝工事の動向を注視
林道「伊南～舘岩区間」の早期整備を

「

駒

止

プ

レ

ミ

ア

ム

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
の
詳
細
は

町
長
＝
引
き
続
き
検
討
が
必
要

　
そ
の
他
の
質
問

　
・
新
年
度
実
施
さ
れ
る
町
内
全
校
へ
の

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
に
つ
い
て

　

こ
の
林
道

　

は
、
昭
和
49

年
に
着
手
し
た
「
飯
豊
・

檜
枝
岐
線
」
の
一
部
と
し

て
平
成
７
年
度
に
着
手
さ

れ
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
平
成
19
年
度
末

に
工
事
が
廃
止
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
後
、
県
で
残
工
事

の
見
直
し
や
検
討
を
重
ね

た
結
果
、「
田
島
～
伊
南

区
間
」
に
切
り
替
え
て
平

成
22
年
度
か
ら
再
整
備
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

　

町
も
「
伊
南
～
舘
岩
区

間
」
は
重
要
路
線
と
認
識

し
て
お
り
、
引
き
続
き
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
ま

す
。

が
必
要
で
す
が
、
早
急
に

実
現
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
協
議
を
重
ね
ま
す
。

　

な
お
、
運
行
は
平
成
29

年
５
月
20
日
か
ら
10
月
29

日
ま
で
の
期
間
で
、
復

旧
工
事
に
支
障
の
な
い

土
日
と
祝
日
に
限
定
し
、

６
０
０
人
の
利
用
者
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

現在も復旧工事中の旧国道 289 号線 ( 平成 29 年 4 月撮影 )


